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１．自治体行政評価の現状 

➢ 行政評価の導入背景 

➢ 行政評価導入の推移 

➢ 団体規模別の行政評価導入状況 

➢ 事務事業評価の限界 

➢ 集権的な運営体制 

➢ 評価シート方式の逆機能 

➢ 評価制度と評価人材の関係 

➢ 行政評価システムの導入期 

➢ 行政評価システムの運用期 

 

２．自治体行政評価の課題 

➢ アンケート調査からみた諸課題 

➢ （１）評価指標の設定 

 要因分析から問題の解決策を導く 

 「指標の設定」が最大のポイント 

➢ （２）予算編成等への反映 

 一通のメール 

 政治的要因 

 施策評価の基本フレーム 

 予算編成過程における施策評価情報の利用度の規定要因 

➢ （３）職員の意識改革 

 行政評価における「やらされ感」「負担感」の仮説モデル 

 

３．改革の方向性 

➢ 政策立案・政策評価のあるある 

➢ 前例踏襲・横並びの政策形成 

➢ 政策形成における３つの軸 

➢ 「はじめに事業ありき」 

➢ 「政策」の定義 

➢ 政策体系 
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➢ 原因と結果（目的と手段）のロジックを考える 

➢ ロジックモデル（Logic Model） 

➢ ロジックモデル構築が EBPM の前提 

➢ ロジックモデル（単線フローチャート型） 

➢ 影響要因を追加した事業のロジックモデル 

➢ 施策のロジックモデル（複線フローチャート型） 

➢ 施策のロジックモデル（体系図型） 

➢ EBPM の推進に向けたロードマップ 

➢ Logic Model Benefits 

➢ 環境問題学習講座（因果仮説）とロジックモデル 

➢ 「やりがい」「達成感」のある評価制度への転換 

➢ ロジックモデルの作成と活用 

➢ 指標設定とデータ収集 

➢ 評価コストは必要経費 

 

４．まとめ 

➢ 創造型評価（Creative Policy Evaluation :CPE） 

➢ やりがい・達成感のある評価へ 

➢ 新たなチャレンジへ  
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